
学 会 記 事

第48回勝 原 病 研 究 会

日 時 平成コ隼PJトlllいい

午後(川!3-:

会 場 有意記念館

一 般 演 題

11)sullこlL･ul(､(･utl~ln(､川】ゝ11叩tlL<(~､ryth(､mnt-osus
の3例

櫓之内辰也や小黒 啓子
野本 蚤敏 ･鷲尾かおる
風間 隆 ･佐藤 良某 (新潟大学皮膚亭射

症例1:13歳女.3歳時神経芽腫.平成2年3月初め

から頼部に浮腰性紅斑を認め,近医を受診 しSLEを疑

われ当科を紹介された.白血球3,500,抗核抗体320倍,

抗 DNA抗体陰性,抗 Sm 抗体および抗 RNP抗体

陽性,CH50正常,尿一般検査に異常なし,lupusband

testは皮疹部,無疹部ともに陽性.

症例2:20歳女.昭和62年9月頃から顔面上肢,胸部

に遠心性に拡大する環状紅斑が出没 した.近医で SLE

を疑われ当科を紹介された.白血球3,000,抗核抗体320

鰭,DNA抗体陰性,LE細胞陽性,疏 SS-A抗体320

磨,CH50正常.尿一般検査に異常なし.lupusband

testは皮疹部,無疹部ともに陽性.

症例3:嶺5歳男.既往歴にアル=1-ル性肝硬変あり,

平成元年2月頃から右手背に鱗厨を有する丘疹および紅

斑が出現 し,対側上肢,頭部および上背部に拡大 してき

た.近医で SLEを疑われ当科を紹介された.白血球数

3灘0,抗核抗体 5120倍,抗 速S-DNAⅠgM 16(正常10

以下),CH5019,C334洩 C竣5.6.尿一般検査に異

常なL Iupusbandtest皮疹部,無疹部ともに陽性.

3例とも SLE の診断基準を満たしていた.認められ

た皮疹は,症例1と2は annuiaLrpO且ycyciicfoym,症

例3は papulosquamousform の subamtecutameous

lupuserythematosusと考えられた.
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2)心不全症 状 にて初発した抗 RNP抗体陽性
(1711例
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(新潟大学第二内科)

著名な心褒液貯留と心不全症状にて初発 し 抗核抗体,

抗 Sm 抗体,持続的蛋白尿を認めたため,SLEを疑わ

れながら,心臓弁膜症および甲状腺機能低下も認めたた

めに,診断が困難だった症例を経験 した書症例は67才,

女性.1989年7月から息切れ1 易疲労感を認めきユ0月

に当院に入院 した.軽度し7溜i甘Fl軒 1怒張上し､'i;部収縮期

雑音を認めた. 蔓Jソバ球減少声掻く軽度の蛋白尿,血尿,

血沈の瓦進とガンマダロブfjソの増加を認め,心電図は

低電位を屋 していた.胸部 レントゲン写轟では,心拡大

と胸水を認め,心臓超音波検査で孝酉帽弁逆流 (MR),

三尖弁逆流 (TR)と大慶の心嚢液貯留が証明された▲

血清学的には,王gG,IgA の増加,補体の低下を認め,

抗核抗体陽性,抗 ENA抗体強陽性で,抗 Sm 抗体,

抗 RW 抗体もともに陽性だった,また,マづ∵タロゾ-

ふテス ト,サイロイドテス トも陽性で,甲状腺機能低下

も認めた.MR,TR および,甲状腺機能低下による心

不全も推測されたが,利尿剤により心重液の減少をみて

も自覚症状の改善がなく,副腎皮質ステロイド薬にて改

善 し,最終的には,腎生検でメサソギウム基質の増加と

MTSが証明され,SLE と診断された.高齢者におけ

る心不全の原因として示唆をこ富む症例として報告 した.

3)神経性食思不振症を合併した SLE 査児例
の経過

林 :.棒寸左･旧中 馬

:一一 ▲∴ ● -∴

発症から3年経過した SLE の且竣歳女児例において,

神経性食思不振症 (AN:狭義)の合併をみた.本例に

はきル--ブス腎炎.膜性型 (wH0:V塾)の合併とと

もをこ,血清学的に BFPや抗カルジオリピン抗体陽性が

存在 Lており,AN の出現と CNSILupusとの係わり

も想定された.AN にともない,患者には栄養状態の

不良,成長ホルモンの高値や甲状腺ホルモソの反応巣常

が存在 した.

A因 の病状進行とともに,SLE疾患活動性の低下が

認められたが,これは先に述べた患者の低栄養や内分泌

学的異常が免疫系に影響を及ぼし,惹起ざれたものと考
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がるものと思われた,

逮)皮膚の血管炎を呈 し,滑膜虜が疑われた多

発性動脈炎の1例
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(新潟大学第二内科)

下肢の血管衆で発症し 弾膿轟を疑われた全身性血管

炎碍1症例を報告する.症例 :52歳,男性.1976年よ

り右下肢碍無痛性皮疹が出現し,飴射こ増悪した.1988

年9月,高熱が出現,腹部 CT から騨腰痛が疑われ

抗生剤によ巧改善した.その後転教艶 全身倦怠感,炎

症所見が持続 した上t1㌦ 1990年こHJ.当村に入P;L 肝.

牌を各々2横路触勤し,四肢をこ皮疹を認めた.腹部 CT

ては.牌雄に 101＼,dL,nS巾,こIrt､;l畑il.FJt･+)L､､,1t!∴ 左 卜腿

背側の皮膚生検では,金轡性血管魔の所見であった.諺

断の臼約も含め,6月2那ヨ蝉摘出術を行っ東二紙 碑臓の

組織ではチ古い血管炎の所見が認められた.その後,ス

テロイドによる治療を行い,良好な経過である.

5)皮膚症状を伴ったシI/-ダレジ症候群の 3

例

/1 ミ1-.-1 日 / 一 ･

症例1:TLq才女.1'⊥7..jj前(い)生した魔面し')紅斑tr_Ii:.

訴に来院.藤井,噂弧 廿[樟ー環状ハ浸潤性紅斑かも発.

口渇あり.抗核抗体×6鳩 抗 SSA 抗体×1,抗 SSB

抗体＼Jl,sLlhiml(了 sI(-st陽性.Si(-)graphyで appIL,

tree像あり.Predllisol川115mg〔LT)内服て皮疹と‖渇

は改善,以後漸減LTranilこ､IStを併j札

症例2:25才女.第 1[･妊娠中.矧柚こ紅Bf.か出現.

児は新生児エリテマト-デスであった,抗核抗体×5ま孤

抗 SSA 抗体×16,抗 SSIi抗体×16.Siogl･こIr-)hyll

唇生検で確診.経過中発熱と共に四肢に圧痛を伴う硬結

性紅斑が多発.

症例 3:68才女.口唇の鱗屑性紅斑を主訴をこ来院.輿

用剤で改善せず.舌も平坦で口渇か ).抗核抗体×10240,

test陽性.

Sjbgren症陳群は腺外症状として多彩な皮膚症状を

伴うことが知られているが皮疹の観察が早期診断につな

第朋 回新 潟癌 治療研究 会

日 時 平成4年2月15日 (土)

午後 1時より

会 場 新潟東映ホテル
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登第二講座

八L-inicLー(I一lLIi-lrCinom Lrlは,壌液性腺癌細胞に頓机

した額円形ないし多角形の細胞の胞巣状増殖からなる腺

癌でテ腺房細胞より発生すると考えられている.本線藤

のほとんどは耳下腺に発生し,顎下腺,舌下腺,小唾液

腺に発生することは稀であるとされている.当科では申

1976年より1991年10月までの約15年間に,良性療藤38

例,悪性腫痴34例の唾液腺魔境72例を経験Lている.そ

のうち2例 (2.8%)が AcinicCellCwcinomaであっ

たキ今回この2例についてその概要を報告 した.性別 :

2例ごL_もに里f/仁 初診時隼齢 :56-6帰策.iF'J･均58歳.発

生部位 :人唾液腺 (_■孤 卜陳 1∴t:-r･卜腺 い.病悩期間 :

1-√1年.術前検査所見 :唾液腺追払 唾液腺Jンチて

腫慶組織が正常唾液組織を圧排している所見を認めた.

治療法 :手術十放治,手鮪+放治キ化療.予後 :経過蕗

好であり,再発,遠隔転移等の異常は認められない.

2)顎骨中心性癌が疑われた9例

,.J賢浮 草+･人竹 克LfJ.
新恒 晋･中島 尺雄 (

新潟大学歯学部
口腔外科学第-
教室

~ ::- - ･･.-: .･ト . I

口腔癌のほとんどは軟組織から生じるが,極めて稀に

転移性ではなく顎骨内に原発するものがありチ顎骨中心

性癖と呼ばれている.当利けこおいて臨床的に顎骨中心性

癖が疑われた9例について,臨床,及び病理組織学的に

検討を加えたのでその概要を報告した.年齢は31歳から

70歳にわたり,男性7例,女性2例,部位は上顎2例,
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